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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
分担研究報告書 

 

「がん診療連携拠点病院等の実態把握とがん医療提供体制における均てん化と 
集約化のバランスに関する研究」における分担研究課題「ゲノム拠点病院の検討」 

 
研究分担者 吉田 輝彦 国立がん研究センター中央病院遺伝子診療部門長 

 
研究要旨 

本研究課題に関連する研究班である厚生労働科学研究費補助金「がんゲノム医療推進に向けたがん

遺伝子パネル検査の実態調査」（瀬戸班）との連携を開始することができ、アンケート調査等によるが

んゲノム拠点病院の実態把握の取り組みの状況を把握することができた。そのアンケートのデータに

基づき、中核拠点病院等連絡会議のワーキンググループ等で検討され、意見がまとめられると考えら

れ、引き続き注視・連携が重要であると考えられた。 
 
 
Ａ．研究目的 
本研究全体の目的は以下の通り：がん医療の均

てん化は、がん対策基本法第 2 条で定められた基

本理念の一つであるものの、実態としては専門医

の偏在など地域差の存在は繰り返し指摘されてい

る。均てん化推進のために指定が進められてきた

がん診療連携拠点病院についても空白二次医療圏

をなくすのは難しく、また院内がん登録、相談支援、

キャンサーボード等取組み自体も、施設間差があ

るとされている。一方で資源は有限であり、最近相

次いで開発されている高価な薬物療法は、全患者

が使用することは財政的に不可能ともされている

し、例えば希少がんの治療を全ての施設で分散す

ると 患者の数が必要な臨床試験は成り立たない。

そのため第３期のがん対策推進基本計画では均て

ん化を推進するとともに、一部集約化すべき事項

があると指摘された。しかし、その区別は明確では

なく、本研究の最大の目的はその中で一定の方向

性を見出すことにある。 
上記の全体目的の中で、今年度の本分担研究課

題では、がんゲノム医療中核拠点病院等を対象に、

ゲノム拠点病院の「意見収集」を目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
がんゲノム医療中核拠点病院の院長およびがん

ゲノム情報管理センター（C-CAT）センター長を構

成員とするがんゲノム医療中核拠点病院等連絡会

議の議長である東京大学医学部附属病院長の瀬戸

泰之先生を班長とする厚生労働科学研究費補助金

（がん対策推進総合研究事業）「がんゲノム医療推

進に向けたがん遺伝子パネル検査の実態調査」

（20EA0601、以下「瀬戸班」とよぶ）は、がんゲノ

ム医療中核拠点病院等連絡会議をその基盤の一つ

として、同会議に報告をしつつ研究を進めている。

瀬戸班活動は、本分担研究課題のがんゲノム拠点

病院の意見収集を行うためには格好の素材となる

ことから、連携を申し込み、2021 年 8 月 30 日に会

議を開催し、意見・情報交換を行った。本研究側か

らは国立がん研究センター東先生が概要を紹介さ

れ、質疑を受けた。ついで瀬戸班の研究を実際に指

揮している東京大学医学部附属病院ゲノム診療部

長織田克利先生から研究の概要を御紹介いただき、

瀬戸班で実施しているアンケート調査の項目の提

供も受けた。 
 

Ｃ．研究結果 
◯ 若尾班の説明に対して、瀬戸班研究者からの質

問と、それに対する回答の要点は下記のとおり： 
・ 対象はがんゲノム医療中核拠点病院のみで、が

んゲノム医療拠点病院やがんゲノム医療連携病

院は対象外か？ 
→ あまり細かい分類は考えていない。成人のがん

については現在若尾班しかないので、若尾班で

行う。ゲノム医療についても考えつつ、若尾班

の中心は成人のがん診療連携拠点病院になるだ

ろう。 
・ 若尾班には、がんゲノム医療中核拠点病院特有

の部分があるので、どこをどのように瀬戸班と

分担するか。 
→ がん診療連携拠点病院については、どの拠点病

院でも最低限確保すべき部分を中心に、どちら

かと言うと「均てん化」の視点。ゲノムや小児

はどちらかと言うと「集約化」の視点になるの

ではないか。 
・ あり方検討会に成人・小児・ゲノムとあったが、

このゲノムとは中核拠点病院・拠点・連携のこ

とか？がん診療連携拠点病院との関係は？ 
・ がん対策基本法・がん対策推進計画の下では成

人・小児・ゲノムの拠点病院が並列と考えてよ

いか？ゲノムの拠点病院の整備指針見直し関係

では若尾班・瀬戸班の両方に調査と意見出しが

期待されていると理解している。 
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◯ 瀬戸班の説明に対して、若尾班研究者からの質

問とそれに対する回答は下記のとおり： 
・ アンケート依頼済みで進行中とのこと。対象

は？ 
→ 中核は 12、拠点は 33、連携 181（？）病院。 
・ ゲノムの現況報告書で病院の体制整備等は把握

できるのか？ 
→ できると考えるが、アンケートに協力してくれ

ない施設が多いと、欠落データになる懸念はあ

る。 
→成人のがん拠点病院の現況報告は公開が前提で、

その役目が NCC なので、厚労省からデータをも

らっている。おそらくゲノムについても厚労省

からもらえるのでは？ 
→ 病院の負担になるので、厚労省に相談してみる。 
・ 若尾班では、個人ではなく、施設単位で回答を

求めるアンケートは IRB 対象外と整理された。

それでも回答率は 54%程度。 
・ 患者へのアンケートは若尾班とは別に行ってい

る。その取りまとめを依頼する各病院を共同研

究機関と見なすか、あるいは単なる取次の施設

として位置づければ IRB 対象外になるかもしれ

ない。東大の IRB 判断であるが。 
・ がんゲノムの枠組みの中に居る人へのアンケー

トはわかるが、潜在的にがんゲノム医療のニー

ズがある人達、がんゲノム医療へのアクセスへ

の入り口のところの調査については？ 
→ 重要な点であるが、そのような患者さんや医療

者にどのようにアクセスするかが難しそうだ。

若尾班でがんゲノム医療に関する要望や意識な

どを調べられるか？ 
→ 若尾班で患者アンケートは具体的な予定はない

が、実施するときは相談する。 
・ ゲノム拠点以外のがん診療連携拠点病院で、が

んゲノム医療に関する患者ニーズや相談対応・

情報提供の状況は把握できるか？ 
→ あまり行っていないが、課題である。 
・ 12 月のあり方検討会 WG の資料として、アンケ

ート結果の分析等は間に合わなくても、診療

WG 等で議論している課題等を意見として出せ

るとよいのでは？ 
・ 現況報告では把握しきれないことを聞くのはア

ンケート調査において重要であろう。しかし現

況報告では指定要件に関わる内容なので、必ず

しも率直な実態を把握できない可能性がある。 
 
 
Ｄ．考察 

本研究課題に関連する研究班である瀬戸班と

の連携を開始することができ、若尾班の研究者は

がんゲノム拠点病院の実態把握の取り組みと、そ

のアンケート調査の項目等から、がんゲノム拠点

病院の課題の要点を把握することができた。がん

ゲノム拠点病院側も、そのアンケートの集計が進

めば、そのデータを元に、中核拠点病院等連絡会

議のワーキンググループで検討され、意見がまと

められると考えられ、引き続き注視・連携が重要

であると考えられる。一方、瀬戸班の研究者は、

より長い歴史を持つ成人のがん診療連携拠点病

院の整備指針・指定要件の検討の枠組み等の理解

が進んだと思われた。 
 
Ｅ．結論 

厚労科研「がんゲノム医療推進に向けたがん遺

伝子パネル検査の実態調査」班（瀬戸班）との連

携を実現することができ、同班で進行中のアンケ

ート調査に基づいた意見・提言等のとりまとめが

なされた段階で、本研究による意見収集を進める。 
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1221例におけるリンチ症候群のユニバー サ

ルスクリーニング結果. 日本人類遺伝学会第
66回大会、第28回日本遺伝子診療学会大会合
同開催(ハイブリッド開催). 口演 2021/10/1
5 パシフィコ横浜、オンデマンド配信2021/10
/14~11/30, ライブ録画配信2021/10/28~11/3
0, BO-2.  

15. 椎野 翔、田辺 記子、垣本 看子、 渡辺 智子、
渡瀬 智佳史、村田 健、 神保 健二郎、吉田 
輝彦、松下 弘道、 首藤 昭彦、高山 伸. 当院
における遺伝性乳癌卵巣癌症候群(HBOC)診療
外来の現状と今後の課題. 日本人類遺伝学会
第66回大会、第28回日本遺伝子診療学会大会
合同開催(ハイブリッド開催). 口演 2021/10
/15 パシフィコ横浜、オンデマンド配信2021/
10/14~11/30, ライブ録画配信2021/10/28~11
/30, O5-5.  

16. 山澤 一樹、矢木 康人、猜都 尚子、 白石 淳

一、宮田 知恵子、井上 沙聡、 村上 遙香、中

嶋 萌子、菅野 康吉、 牛尼 美年子、吉田 輝

彦. FH遺伝子に新規の病的バリアントを同定

した遺伝性平滑筋腫症-腎細胞がん症候群の1

家系 日本人類遺伝学会第66回大会、第28回日

本遺伝子診療学会大会合同開催(ハイブリッ

ド開催). 示説. 2021/10/15 パシフィコ横浜、

オンデマンド配信2021/10/14~11/30, ライブ

録画配信2021/10/28~11/30, P25-7. 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む。）  

1. 特許取得  

なし  

2. 実用新案登録  

なし  

3.その他  

なし  

 

 


